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   Ａ６１Ｋ    9/127    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月1日(2020.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剤と、
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【化１－１】
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【化１－２】
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【化１－３】
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【化１－４】

からなる群から選択される化合物またはその薬学的に許容し得る塩と
を含む、これを必要とする対象に剤を送達するための組成物。
【請求項２】
　剤と、
　式：

【化２】

で表される化合物またはその薬学的に許容し得る塩とを含む、これを必要とする対象に剤
を送達するための組成物であって、ここで、Ｒ５は：
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【化３】

からなる群から選択される、前記組成物。
【請求項３】
　化合物が、式：

【化４】

で表されるか、またはその薬学的に許容し得る塩である、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　化合物が、式：

【化５】
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で表されるか、またはその薬学的に許容し得る塩である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　剤と、
　式：
【化６】

で表される化合物またはその薬学的に許容し得る塩とを含む、これを必要とする対象に剤
を送達するための組成物であって、ここで、Ｒ５は：
【化７】

からなる群から選択される、前記組成物。
【請求項６】
　化合物が、式：
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【化８】

で表されるか、またはその薬学的に許容し得る塩である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　化合物が、式：

【化９】

で表されるか、またはその薬学的に許容し得る塩である、請求項３に記載の組成物。
【請求項８】
　剤が、ポリヌクレオチド、タンパク質またはペプチド、薬物、または小分子である、請
求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　剤が、ポリヌクレオチドである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　ポリヌクレオチドが、ＤＮＡである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　ポリヌクレオチドが、ＲＮＡである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　ＲＮＡが、ｄｓＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ、ｓｈＲＮＡ、ｍｉＲＮＡ、またはアンチセンスＲ
ＮＡである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　ポリヌクレオチドが、タンパク質またはペプチドをコードする、請求項９に記載の組成
物。
【請求項１４】
　剤が、薬物であり、薬物は、抗生物質、抗ウイルス剤、麻酔剤、ステロイド剤、抗炎症
剤、抗腫瘍剤、抗原、ワクチン、抗体、うっ血除去薬、抗高血圧薬、鎮静剤、受胎調節剤
、プロゲステロン剤、抗コリン剤、鎮痛剤、抗欝剤、抗精神病薬、βアドレナリン遮断薬
、利尿薬、心血管活性剤、血管作用薬、非ステロイド抗炎症剤、または栄養剤である、請
求項８に記載の組成物。
【請求項１５】
　剤が、前記化合物またはその薬学的に許容し得る塩により封入される、請求項１～１４
のいずれか一項に記載の組成物。
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